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要旨・・・従来の階層階級研究では,客観的な属性(職業や学歴など)と,主観的な特徴（階層帰属意識

など）とが扱われているが,個人を媒介とするメディア,特にそこで形成されているイメージが考察の

対象とされることはなかった．他方,従来のメディア研究では＜ミドルクラス＞が扱われることは稀

である．この両者に架橋する必要があるというのが,本研究の基本認識である．そこで,本研究では「ミ

ドルクラスの理解模型」を提示し,メディアの視点を真正面におき,そこで構築されているイメージに

実証研究のメスを入れた． 

具体的には,日本と中国の「高度経済成長期」（日本では1955年から1973年,中国では2001年以

降）の,それぞれ二つの新聞（日本の『読売新聞』と『朝日新聞』,中国の『人民日報』と『南方週末』）

に現れた＜ミドルクラス＞に関する記事から,イメージを析出した． 

その結果,日中の新聞が政府や学術界などの影響を受けつつも,独自の＜ミドルクラス＞のイメー

ジを構築していることが明らかになった．また,①強い政策志向,②ローカル言語での＜ミドルクラス

＞の使い分け,③「ニュー・ミドルクラス」への偏重,④消費財の重視,⑤男女差の存在,⑥欧米へのま

なざし,⑦構築のヘゲモニーといった共通点と同時に,①学歴への言及の有無,②管理職・インテリ・

政府の役人への言及度,③「主婦」の有無,④「平均」（日本）と「裕福」（中国）といった修飾語の

違い,といった相違点が発見された．本研究では,主として共通した特徴が生まれた理由（＜ミドルク

ラス＞のモデルが外部に存在していること,メディアが政策に誘導されていること,階層階級理解を
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めぐる学術界の状況を反映していることなど）にウェイトが置かれながらも,日中が置かれた文化

的・時代的な違いから,＜ミドルクラス＞イメージに微妙な違いが生まれていることを説明した． 

最後に,本研究は客観的属性と主観的特徴とを媒介するイメージの重要性を強調した．研究結果に

よると,国家体制の違いや時代的な差異にそれほど影響されず,＜ミドルクラス＞というものは実

態・イメージ・認識によって構成されたものである．そのうち,イメージは,国家の「イデオロギー装

置」としてのメディアをはじめ,様々な言説によって重層的に決定されるものであり,また歴史的・社

会的に構築される政治的・経済的・文化的カテゴリーでもある．さらに,複雑な力学の下に生成され

てきた虚構と実態が混在し,政治性と戦略性を帯びた一つのイデオロギーともみなされる．したがっ

て,＜ミドルクラス＞を理解するには,イメージに関する分析が不可欠である． 

キーワード  ＜ミドルクラス＞、実態、イメージ、意識、日中比較 

  

  

  

1. ＜ミドルクラス＞のメディア・イメージの提起 

グローバリゼーションと新自由主義が深まった今日，日中両国において「格差社会」の中で再び話題になった＜ミドル

クラス＞とはいったいいかなるものなのか．また，そもそも経済成長とともに議論されてきた日中両国の＜ミドルクラス

＞は同質のものなのか．本研究はこうした問題意識を抱き，既存の＜ミドルクラス＞の概念を再考する．この意図の下で，

本研究は＜ミドルクラス＞が生まれた時代も違えば，国家体制も異なっているにもかかわらず，似かよったものが多く存

在していると思われる日中両国に注目する． 

本研究では，従来の＜ミドルクラス＞研究と一線を画し，あえて＜ミドルクラス＞の実在性と客観性に対する判断は下

さず，H. アドーニと S. メーンに提示された＜「現実」の社会的構成モデル＞から示唆を受け，＜ミドルクラス＞につい

て図1のように考える． 

 

図1： ＜ミドルクラス＞の理解模型 

 

                          （筆者作成） 

 

2. 分析資料と方法 

本研究は量的・質的分析方法を用いて，「高度経済成長期」と称される 1955 年から 1973 年までの日本と，2001年以降

の中国という二つの国のメディア上の＜ミドルクラス＞を分析する． 

  

3. 日中両国の＜ミドルクラス＞のメディア・イメージ 

量的集計の結果によると，日中新聞の性格が異なっているにもかかわらず，全体の趨勢については，予期以上の一致が

見られた． 
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3.1 年次別報道量と政府の政策との関係 

図2： 日本の新聞における関連記事の年度別掲載回数 図3： 中国の新聞における関連記事の年度別掲載回数 

   

（筆者作成） 

 

3.2 ＜ミドルクラス＞の訳語とその意味内容 

図4： 日本新聞における＜ミドルクラス＞の訳語分析（単位：%） 

   

（筆者作成） 

 

表2： 中国新聞における＜ミドルクラス＞の訳語分析（単位：回数） 

      

（筆者作成） 
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3.3 ＜ミドルクラス＞の定義と構成 

日中両国の新聞は主に三つの方法を用いて＜ミドルクラス＞を定義している．すなわち，第一，学術界の解釈を引用す

る方法．第二，政府・政党側の語りを借用する方法第三，新聞自ら定義する方法．そのうち，さらに二つの観点からの定

義もある．一つは階層階級研究に類似した定義であり，もう一つは生活様式からの定義である． 

3.3.1 学歴 

日本の新聞では，＜ミドルクラス＞に関する定義の中に学歴という基準が見られるものの，＜ミドルクラス＞としての

具体的な学歴とは一体何なのか，学歴に関する具体的な言及がない． 

他方，中国の新聞では，＜ミドルクラス＞についての語りには，学歴に関する記述がよく見られる．そこで，大卒とい

う学歴が＜ミドルクラス＞の不可欠な条件であることがわかる． 

3.3.2 職業 

全体的に，＜ミドルクラス＞のメディア・イメージには多種多様な職業が含まれている．ところが，それらの職業は「ニ

ュー・ミドルクラス」に偏っており，「オールド・ミドルクラス」は比較的に少ない． 

日本では「サラリーマン」や「ホワイトカラー」は，新聞紙上の＜ミドルクラス＞の中核を成している．「主婦」とい

う＜ミドルクラス＞の女性イメージが非常に目立つ．中国では，普通のホワイトカラー層より，管理層，インテリや政府

の役人に対する関心度が高い．ジェンダー構成の面においても，アンバランスな描写が存在している． 

3.3.3 収入 

収入に関しては，日本の新聞は五本の報道・記事以外では，ほとんど具体的に言及していなかった．そこで規定された

＜ミドルクラス＞の収入基準は1955年から1960年代までは，おおよそ月収2.5万円から15万円まで，年間収入が50万円

から100万円まで，1970年代以降になると，年間49万円から180万円までの間だということが読み取れる． 

他方，中国の新聞による＜ミドルクラス＞の収入に関する語りはかなりかけ離れている．たとえ同じ新聞でも，収入に

関する統一した基準が見られない． 

3.3.4 消費財 

表4：＜ミドルクラス＞を示す消費財（単位：回数） 

     

（筆者作成） 
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3.4 ＜ミドルクラス＞の描写手法 

図5：新聞上のテクスト連関  （単位：出現回数） 

    

     

（筆者作成） 

図6：新聞における語り手の分析（単位：出現回数） 

     

（筆者作成） 

 

4. ＜ミドルクラス＞のメディア・イメージに見られた日中の異同 

分析の結果，日中両国の新聞が政府や学術界などの影響を受けつつも，独自の＜ミドルクラス＞のメディア・イメージ

を形成してきていることが明らかになった．また，日中両国の共通点として，①強い政策志向，②ローカル言語での＜ミ

ドルクラス＞概念の使い分けの発生，③「ニュー・ミドルクラス」への偏重，④消費財の重視，⑤表現に見られる男女差

の存在，⑥欧米へのまなざし，⑦＜ミドルクラス＞のメディア・イメージに見られたヘゲモニーなどが存在する一方，相

違点として，①学歴への言及の有無，②管理職・インテリ・政府の役人への言及度，③「主婦」の有無，④「平均」（日

本）と「裕福」（中国）といった具体的な修飾語の違いが発見された． 

 

5. ＜ミドルクラス＞の実態・イメージ・意識 

今後、＜ミドルクラス＞の全体を把握するには、実態に直線的に還元されない意識はイメージから、いかに影響されて

いるか、そのダイナミックスを実証的に把握する試みを本格化的に行っていかなければならない。こうしたダイナミック
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スを分析し把握する段階を経て、初めて＜ミドルクラス＞の全体を重層構造として解釈できるようになるからである。と

ころが、このような作業の実行は明らかに階層階級研究だけに頼るわけにはいかない。メディア研究の手法、心理学的な

分析方法や精密な社会調査法などが必要となってくると本研究は最後に強調したい。 
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